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おもちゃ図書館スヌーピーの活動に参加しました。来館する親子は、お馴
染みの人も多く、「○○ちゃん、いらっしゃ～い」と優しい笑顔で迎えるメ
ンバーさんの姿がありました。親子が集まってくると、子どもや親同士が話
す声で、たちまち賑やかになりました。

この活動では、子ども同士はもちろんのこと、親同士や親とメンバーさん
とのコミュニケーションも大切にしています。メンバーさんが、失敗談を含
めて、自分の子育ての経験を話すこともあるそうです。

メンバーさんからは、「活動を通して、勉強させてもらうことがたくさん
あるんです」「子どもの笑顔に元気をもらい、楽しませてもらっています」
「気が付いたら長く続けていました」とのお話をお伺いしました。

無理をせず、地域の身近な存在として親子に関れること、おもちゃ図書館
スヌーピーに家族のような雰囲気があり、メンバーさんにとっても、来館す
る親子にとっても、居心地のいい空間になっていることが、２６年目を迎え
る活動を支えている秘訣かもしれませんね。

障害のある子もない子も、おもちゃを
通して交流することを目的に、楠福祉
会館内でおもちゃ図書館を運営してい
ます。

★障害のある子ども（小・中・高校生）のサポート
＜児童デイサービス「バスに乗って公園に行こう！」＞
依頼団体：四日市市障害者福祉センター
日 時：平成２６年３月２６日（水）、２８日（金）、４月２日（水）

１０：００～１５：００ ※９：００に四日市市総合会館３階 療育訓練室に集合。
場 所：南部丘陵公園（バスで移動）
そのほか：交通費は主催者が負担します。動きやすい服装、昼食を持参してください。
締め切り：３月１９日（水）

部屋に入るとひな人形が飾られていました。地域の方から寄付されたものだ
そうで、ひな人形だけでなく、時期に合わせて、いろんな飾りつけをされて
いるそうです。来館してくれた人に季節を感じてほしいというメンバーさん
の想いが感じられますね。

★（公財）さわやか福祉財団「平成２５年度 連合・愛のカンパ 助成金」
対象活動：新たに始める地域における「ふれあい・助け合い活動」（既存活動の継続は対象としません）

高齢者・子ども・障害児（者）を含めた地域ぐるみの助け合い・支えあい活動等

対象期間：平成２４年１２月１日以降に新たに立ち上がった団体、または既存の団体であっても

従来の活動に加えて新たに開始した事業

団体要件：市民互助型・草の根型市民団体／グループに限定

非営利活動を主たる目的とする任意団体、NPO法人、グループ、サークル等

助成金額：上限１５万円

締め切り：２月２８日（金）必着 ※郵送に限ります

問い合わせ：（公財）さわやか福祉財団（立ち上げ支援プロジェクト）

〒１０５-００１１ 東京都港区芝公園２－６－８ 日本女子会館７階



　　　　　

＊『ボランティアのたまご』に関する問い合わせ・申し込みは、ボランティアセンターまでお願いします。
＊『ボランティアのたまご』を掲示していただける場所や、置かせていただける場所を募集しています。

心当たりの場所がございましたらご紹介ください。

ボランティア活動をはじめてみたい人、ぜひボランティアセンターまでお問い合わせください！
四日市市社会福祉協議会ボランティアセンター 住所 〒５１０－００８５ 四日市市諏訪町２－２
ＴＥＬ ０５９－３５４－８１４４ ＦＡＸ ０５９－３５４－６４８６ E-mail   y-vc@m3.cty-net.ne.jp

「ボランティアってよくわからない」という人も参加OK！一緒に自分にあった活動を見つけていきましょう！
日程：３月はボランティアキャンペーン中につき、

５日（水）～１４日（金）※時間要相談、２２日（土）13:30～15:00に開催します。
4月は8日(火)10:00～11:30 17日(木)19:00～20:30 26日(土)13:30～15:00に開催します。

いずれも会場は四日市市総合会館2階ボランティア活動室です。参加ご希望の方は事前にボランティアセンターまで

ご連絡ください。

平成１７年１１月から毎月発行している「ボランティアのたまご」が、今月でなんと第１００号を迎え

ました！８年３ヶ月という月日が過ぎ、内容は少しずつ変化していますが、ボランティアセンターにとっ

て、みなさんにボランティアに関する情報を発信する大切な場であることは変わりありません。

時代の変化に合わせて、ホームページやフェイスブックなどのインターネットを介した情報発信にも力

を入れていきたいと思っていますが、ボランティアセンターとしては、これまで通りの紙面での情報発信

も、とても大切に考えています。

また、「ボランティアのたまご」は、ボランティアセンター職員だけでなく、取材に協力してくれる人、

発送のお手伝いをしてくれる人、地域の掲示板に貼ってくれる人など、たくさんの人に支えられて成り

立っています。この場を借りて、お礼申し上げます。本当にありがとうございます！

これからもみなさんに協力していただきながら「ボランティアのたまご」を発行していきたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いします！

新たに１６名がサポーターに仲間入り

前半は、ボランティア依頼者側からのお話と市教育支

援課の山田氏から「子どもの理解と支援のあり方」を

テーマに講演していただき、後半では、ボランティア活

動についての期待や不安、やりがいなどを自由に話し

合っていただく座談会を行いました。座談会では、「活

動で一緒になった時には、他のボランティアさんともコ

ミュニケーションをとっていきたい」「できるだけ、具

体的に指示をもらえるとありがたい」

などの意見が出されました。今回、

みなさんからいただいたご意見を

参考にしながら、みなさんが活動

しやすくなるよう、サポートさせ

ていただきたいと思います。

みなさんの「いいね！」や「シェア」をお待ちしています。

ボランティア啓発のために、みなさまからいただいたアルミ缶を使ってみんなで

一緒に日本地図を作ります！アルミ缶を持っていない人も気軽に参加してください！

アルミ缶は、３５０mlまたは５００mlの

水洗いして乾かしたものをつぶさずにお持

ちください！

（NPO）呼夢・フレンズ 作業所来夢 （社 福）永甲会 サクラノ園

（社 福）ぬくもり結の里 手作り工房あゆみ （社 福）聖母の家

フェイスブックページでは、随時、ボランティアに関

する情報やボラ子（ボランティアセンター職員）のつぶ

やきを発信していきます。少しでも多くの人にボラン

ティア活動やボランティアセンターのことを身近に感じ

てもらえるよう取り組んでいきますので、みなさんもぜ

ひご覧になってくださいね。

フェイスブックページは、四日市市社会福祉協議会の

ホームページ内のリンクから見られます。


